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研究成果の概要（和文）：アメリカン・ルネサンスの作家たち（特にメルヴィル、ホイットマン、ソローの3
人）が世紀末のイギリスでどのように評価され、特に社会主義の国際ネットワークにどのように位置づけられて
きたのか、受容の実相とその影響について調査を行った。その際、受容における物質的条件（国際著作権、出版
社の政治傾向など）や、従来軽視されてきた英米の批評家の活動を合わせて検証することで、ナショナリズムの
枠に収まらない環大西洋文学交流の位相で「アメリカ古典文学」を理解することが可能になった。

研究成果の概要（英文）：This study explores the ways and the extent to which writers of the American
 Renaissance (Herman Melville, Walt Whitman, and Henry David Thoreau in particular) were involved in
 transnational socialist networks in Fin-de-Siecle Britain. By paying attention to both the 
conditions of literary reception (such as the international copyright controversy and each 
publisher’s political orientation) and the frequently marginalized roles of their contemporary 
literary critics, I remapped a transnational construction of classic American literature. It also 
challenges the ordinary understanding of the rigidity of literary periods and instead provides an 
example of a more dynamic and transtemporal historical formation of literary history. 

研究分野： アメリカ文学

キーワード： トランスアトランティック　文学史　アメリカ文学　ハーマン・メルヴィル　ウォルト・ホイットマン
　イギリス社会主義　世紀末

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、19世紀中葉のナショナリズムの中で花開き、冷戦時代の例外主義の中で再評価されてきたアメリカ古
典文学が、世紀転換期のイギリス文壇や社会主義運動との関係の中で再評価され、その輪郭が形成されたことを
明らかにした。本研究の学術的意義は、古典文学をより流動的で相互干渉的な環大西洋文化交流の文脈に位置づ
けた点にある。それは、19世紀のトランス・ナショナルスタディーズに貢献すると同時に、文学史の「時代区
分」としての「アメリカン・ルネサンス」の見直しにもつながる意義を有するものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
2012-2014 年科学研究費採択課題（「19 世紀後半における「アメリカ詩」の確立とインターナ
ショナリズム」課題番号：24720136）において、ハーマン・メルヴィルと同時代の詩人や E.C. 
ステッドマンら批評家の活動を比較考察し、アメリカン・ヴィクトリア詩が生成・受容された
文化空間の再構成を行った。戦後期の詩がトランスナショナルな社会変動との関連で論じられ
ることは稀だったが、この研究によって、南北セクショナリズムを超越するためのナショナリ
ズムの勃興と国家領土拡張を目指すトランスナショナルな文化交流が共犯関係にあること、そ
して、「アメリカ詩」の形成とキャノン化の動きが、そうした社会の中で生成されていたことが
明らかになった。この研究の成果から、分析の対象を詩ジャンルに限定することなく、小説や
エッセイを含めた大局的な観点から 19 世紀アメリカ文学の背景を記述することが可能なので
はないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究が特に着目したのはイギリスの社会主義運動とアメリカの作家、批評家との関係である。
奴隷解放運動や選挙権拡大運動が環大西洋文化交流に重要な役割を果たしたことについては先
行研究があるが、その後 19 世紀後半のイギリスで展開したラファエル前派やフェビアン社会主
義者の文学活動とアメリカ作家の関係についての本格的な文化研究は僅少で、調査が不十分な
状況にあった。 
 そこで、本研究は「アメリカン・ルネサンス」の時空間を流動的（すなわちトランスナショ
ナル/トランステンポラル）に捉える 2 つの視点を以下のように設定して文学史を見直すことを
試みた。 
（１）環大西洋批評空間と「アメリカン・ルネサンス」リヴァイヴァルの検証 

19 世紀中葉、アメリカの知的独立を求める気風の中で多くの文学作品が生み出されたが、そ
こで活躍した作家たちの再評価は、従来 1920 年代から F.O.マシーセンによる American 
Renaissance（1941）の出版時期にかけてなされたと考えられており、20 世紀後半にキャノン
見直しが進められた際も、その 20 世紀的起源が疑問視されることはなかった。しかし、「ア
メリカン・ルネサンス」作家のキャノン化の土壌はイギリスの世紀転換期に準備されている。
本研究の目的の一つは、雑誌等の同時代一次資料および、従来あまり重視されてこなかった
批評家の活動や出版社の動向を分析することで、19 世紀末の文学史・思想史・文化史の観点
からリヴァイヴァル現象の実相を解明することである。特にメルヴィルやホイットマンの場
合、晩年の作品は保守的な作品として軽視されることが多かったが、彼らの晩年の活動をイ
ギリス社会運動家・批評家の活動と相互影響関係の文脈に位置づけ、作品の評価軸そのもの
を探ることも狙いとしていた。 
                                                                                                              

（２）英米関係を複雑化する要素への注目 
ホイットマンやメルヴィルを対象とする環大西洋文学研究はアメリカとイギリスの二国の権
力関係を中心に考察されることが多かったが、本研究のもう一つの目的は、フランス文学・
批評の影響とオリエンタリズムにも目を配り、20 世紀モダニズム以前のトランスナショナル
な文学の生成を考察することである。それは、帝国化に邁進するアングロ＝アメリカニズム
のイデオロギーの内部で発生した抵抗文化の連携関係をたどる試みでもあった。 

 
３．研究の方法  
スコットランド国立図書館および大英図書館アーカイブを利用し、電子化されていない 19 世紀
資料や書簡、雑誌資料（19 世紀末イギリスの社会主義系グループの機関紙等）の検証を行った。
また、国内外の学会でアメリカン・ルネサンスや環大西洋研究の研究者に向けて研究成果を公
開し、議論の妥当性を確認しながら研究を進めた。研究方法として特筆すべき点は以下の 3 点
である。 
（１）「アメリカン・ルネサンス」作家の同時検証 
イギリス側とアメリカ側で、それぞれどのような社会背景が「アメリカン・ルネサンス」の
発見を促したのか、その解明を行った。イギリスの社会改革者たちによるアメリカ文学再評
価において、メルヴィル、ホイットマン、ソローの評価が同時並行的に行われていた点を重
視し、ホーソン、ポーも含め、作家それぞれの個別の受容についてケーススタディを行った。
ホイットマンの受容については、アメリカとヨーロッパに充実した環大西洋研究があるため、
先行研究を他の同時代作家の研究に応用し、「アメリカン・ルネサンス」の形成を、集合的な
文学運動として見直すことを試みた。 
 

（２）批評家たちの活動への注目 
解釈の共同体は、作家と読者によってのみつくられるわけではない。本研究では、それを媒



介する出版社や批評家が作り上げる人間関係のネットワークを再構成し、作家や作品がその
中でどのように位置づけられてきたのか、また、彼ら自身がそれをどのように考えていたの
かという観点から、作品を複層的に検証した。 
 

（３）時系列の流動化 
作品の受容は必ずしもその発表順に行われるわけではない。本研究では、それぞれの作家と
作品の執筆年、発表年だけでなく、受容の時間を重視した。メルヴィルやホイットマンが社
会主義者たちと交流を持ったのは晩年だが、社会主義者たちが読んでいたのは初期作品が多
い。初期作品が再版の際にどのような新しいコンテクストに組み入れられたのか、複数の版
の比較を行い、流通の経路の確認とその選択の政治的意図についても考察を行なった。 

 
４．研究成果 
本研究では国内外の学会で成果発表を積極的に行い、多くのフィードバックを得ながら研究を
展開することで、予想を超える多くの成果を上げることができた。主な研究成果は以下の通り
である。 
（１）イギリス社会主義運動とアメリカ文学史の再構築関係 
本研究では 2 回のイギリス出張を行い、社会主義グループの機関紙の調査を行った。いまだ
揺籃期にあった多くのグループの政治主張はしばしば一貫性がなく、構成員も流動的である
ことがわかった。それぞれのグループの政治的意図の変遷や人間関係とテクストの流通経路
など、その活動の全様解明には調査の継続が必要だが、今回の調査により、イギリスの社会
主義がどの作品をどのように受容しようとしていたかについて、作家別に検証し、その枠組
みを解明することができた（学会発表 2 と 4 と 8 および出版予定図書有）。また、アメリカの
作家たちの応答についても、ホイットマンとイギリス社会改革者の間の相互依存関係やメル
ヴィルの読者意識やその表現を分析した（図書 1）。さらに、イギリスの「アメリカン・ルネ
サンス」作家たちの受容が、アメリカの文壇のよるアメリカ文学評価と、時に協調関係、時
に競合関係にあったこと、アメリカ文学史発生のトランスナショナルな射程とそのダイナミ
ズムについて記述することができた（学会発表 3 と 6 と 11）。 
 

（２）環大西洋批評空間の多元化  
本研究では英米関係を扱うのと同時に、それがどのようにトランスナショナルかつトランス
テンポラルなアメリカ文学史を形成してきたのかを考察した。ホイットマンが大西洋横断電
信ケーブルを描く際、イギリスによるインド支配における帝国主義的テクノロジー利用を暗
に批判していることや（学会発表 5 と図書 2）、イギリスの側でソローを紹介した社会改革者
ヘンリー・ソルトがソローを菜食主義の文脈で評価していたこと、それがインドの独立運動
の主導者であるマハトマ・ガンジーとソローの接点となったことについて考察を行なった（学
会発表 1）。また、ソルトは日本の社会主義思想家とも交流を持っていたことから、日本にお
ける「アメリカン・ルネサンス」作家の受容の系譜についても調査を行い、特にホイットマ
ンと柳宗悦と民藝運動との関係について発表を行った（学会発表 7）。 
 「アメリカン・ルネサンス」の形成を空間的に拡張するのに加え、冷戦期以降に複数作ら
れたアダプテーション作品をトランスナショナルな観点から分析することで、19 世紀作品の
受容と解釈を、より長い時間軸で環大西洋批評空間に位置づけることが可能になった（学会
発表 9 と 10 および出版予定図書有）。 
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